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常任委員会審査報告常任委員会審査報告

可決された議案・第４回４月臨時会結果

一般質問に１５人が登壇、市政運営など市の考えを問う

決算の認定（合併前旧４市町各会計に係る決算）などを審議

退職職員に感謝状贈呈、表彰、お知らせ

１１～１３P初議会・新議会構成・新議員紹介・議長就任挨拶

二本松市役所議二本松市役所議場場

初議会・新議会構成・新議員紹介・議長就任挨拶

可決された議案・第４回４月臨時会結果

退職議員に感謝状贈呈、表彰、お知らせ

決算の認定（合併前旧４市町各会計に係る決算）などを審議

一般質問に１５人が登壇、市政運営など市の考えを問う
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議案とその結果

６月定例会（６月８日～２６日）

決算の認定（合併前旧４市町ごとの各会計
に係る予算）などを審議・可決

　

六
月
定
例
会
は
、
六
月
八
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
十
九
日
間
を
会
期

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
市
長
提
出
議
案
五
十
八
件
と
議
員
提
出
議

案
三
件
の
六
十
一
件
で
、
合
併
前
の
旧
四
市
町
ご
と
の
一
般
会
計
、
特
別

会
計
及
び
企
業
会
計
に
係
る
決
算
の
認
定
、
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・

改
正
な
ど
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
全
議
案
が
原
案
の
と
お
り

認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
十
五
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
市
政
運
営
、
財
政
、

福
祉
、
教
育
や
地
域
の
課
題
な
ど
、
幅
広
い
問
題
に
つ
い
て
市
政
を
質
し

ま
し
た
。

＝
市
長
が 

五
十
八
議
案
を
提
出
＝

　

定
例
会
開
会
初
日
に
、
市
長
が

合
併
前
の
旧
四
市
町
ご
と
の
一
般

会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計

に
係
る
昨
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

の
八
か
月
間
の
決
算
の
認
定
三
十

五
件
、
条
例
の
制
定
と
一
部
改
正

十
四
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
一

件
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
策

定
一
件
、
補
正
予
算
七
件
の
計
五

十
八
議
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
十
四
日
か
ら
十

六
日
ま
で
の
三
日
間
行
い
ま
し
た
。

　
（
質
問
内
容
は
六
頁
か
ら
十
頁
）

　

市
長
提
出
議
案
の
中
で
、
合
併

前
の
旧
四
市
町
ご
と
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
に
係
る

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
の
議
案
に

つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
旧
四
市
町
ご
と
に

小
委
員
会
を
設
け
慎
重
に
審
査
が

行
わ
れ
、
そ
の
他
の
議
案
は
、
そ

れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
常
任
委
員
会
審
査
状
況
は
五
頁
）

　

議
会
最
終
日
の
二
十
六
日
、
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
、
各
常
任
委
員
長
及
び
特
別
委

員
長
か
ら
審
査
の
報
告
を
行
い
、

質
疑
の
後
、
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
表
決
の
結
果
、
全
議
案

と
も
原
案
の
と
お
り
認
定
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
審
査
結
果
は
、
三
月
定
例

会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し

た
請
願
一
件
が
採
択
さ
れ
、
採
択

に
伴
う
意
見
書
及
び
他
二
件
の
意

見
書
が
議
員
提
出
で
提
案
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
は
、
全
員
異
議
な
く
適
任

と
認
め
ま
し
た
。

（
議
決
結
果
は
二
頁
か
ら
四
頁
）

結　果件　　　　　名議案番号

原案認定平成１７年度二本松市一般会計歳入歳出決算の認定について第１０４号

原案認定平成１７年度二本松市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について第１０５号

原案認定平成１７年度二本松市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について第１０６号

原案認定平成１７年度二本松市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について第１０７号

原案認定平成１７年度二本松市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について第１０８号

原案認定平成１７年度二本松市公設地方卸売市場特別会計歳入歳出決算の認定について第１０９号

原案認定平成１７年度二本松市宅地造成事業会計決算の認定について第１１０号

原案認定平成１７年度二本松市工場団地造成事業会計決算の認定について第１１１号

原案認定平成１７年度二本松市水道事業会計決算の認定について第１１２号

原案認定平成１７年度二本松市下水道事業会計決算の認定について第１１３号

原案認定平成１７年度安達町一般会計歳入歳出決算の認定について第１１４号

原案認定平成１７年度安達町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について第１１５号

原案認定平成１７年度安達町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について第１１６号

原案認定平成１７年度安達町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について第１１７号

原案認定平成１７年度安達町工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について第１１８号

○市長から提案された議案と審議結果（議案第１０４号から第１１８号）
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結　果件　　　　　名議案番号

原案認定平成１７年度安達町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について第１１９号

原案認定平成１７年度安達町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について第１２０号

原案認定平成１７年度安達町水道事業会計決算の認定について第１２１号

原案認定平成１７年度岩代町一般会計歳入歳出決算の認定について第１２２号

原案認定平成１７年度岩代町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について第１２３号

原案認定平成１７年度岩代町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について第１２４号

原案認定平成１７年度岩代町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について第１２５号

原案認定平成１７年度岩代町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について第１２６号

原案認定平成１７年度岩代町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について第１２７号

原案認定平成１７年度岩代町住宅団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について第１２８号

原案認定平成１７年度岩代町茂原財産区特別会計歳入歳出決算の認定について第１２９号

原案認定平成１７年度岩代町田沢財産区特別会計歳入歳出決算の認定について第１３０号

原案認定平成１７年度東和町一般会計歳入歳出決算の認定について第１３１号

原案認定平成１７年度東和町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について第１３２号

原案認定平成１７年度東和町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について第１３３号

原案認定平成１７年度東和町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について第１３４号

原案認定平成１７年度東和町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について第１３５号

原案認定平成１７年度東和町住宅団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について第１３６号

原案認定平成１７年度東和町石平財産区特別会計歳入歳出決算の認定について第１３７号

原案認定平成１７年度東和町針道財産区特別会計歳入歳出決算の認定について第１３８号

原案可決二本松市畜産広場条例制定について第１３９号

原案可決二本松市税条例の一部を改正する条例制定について第１４０号

原案可決二本松市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について第１４１号

原案可決二本松市手数料条例の一部を改正する条例制定について第１４２号

原案可決二本松市子ども館条例の一部を改正する条例制定について第１４３号

原案可決二本松市農村公園条例の一部を改正する条例制定について第１４４号

原案可決二本松市日山パークゴルフ場条例の一部を改正する条例制定について第１４５号

原案可決二本松市営牧野条例の一部を改正する条例制定について第１４６号

原案可決二本松市北戸沢林野会館条例の一部を改正する条例制定について第１４７号

原案可決二本松市石井運動広場条例の一部を改正する条例制定について第１４８号

原案可決二本松市ふれあい自然公園条例の一部を改正する条例制定について第１４９号

原案可決二本松市島山広場条例の一部を改正する条例制定について第１５０号

原案可決二本松市東和ロードレースメモリアル広場条例の一部を改正する条例制定について第１５１号

原案可決二本松市体育館条例の一部を改正する条例制定について第１５２号

原案可決二本松市道の駅ふくしま東和及び二本松市東和活性化センターの指定管理者の指定について第１５３号

原案可決二本松市過疎地域自立促進計画（後期）について第１５４号

原案可決平成１８年度二本松市一般会計補正予算第１５５号

原案可決平成１８年度二本松市国民健康保険特別会計補正予算第１５６号

原案可決平成１８年度二本松市老人保健特別会計補正予算第１５７号

原案可決平成１８年度二本松市介護保険特別会計補正予算第１５８号

原案可決平成１８年度二本松市公設地方卸売市場特別会計補正予算第１５９号

原案可決平成１８年度二本松市松ヶ丘南住宅団地造成事業特別会計補正予算第１６０号

原案可決平成１８年度二本松市水道事業会計補正予算第１６１号

○市長から提案された議案と審議結果（議案第１１９号から第１６１号）
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結　果件　　　　　名受理番号

原案可決
患者・国民負担増計画の中止と保険で安心してかかれる医療を求める意見書の
提出について

第 ８ 号

原案可決道路財源確保に関する意見書の提出について第 ９ 号

原案可決ＷＴＯ農業交渉に関する意見書の提出について第１０号

○議員が提案した議案と審議結果

結　果件　　　　　名受理番号

陳情文書報告
書により報告

「米国産等牛肉の輸入に抗議し、ＢＳＥの万全な対策を求める」陳情書第 ７ 号

陳情文書報告
書により報告

視覚障害者のための地域生活支援事業に関する陳情書第 ８ 号

○陳情と審議結果

内　　容結　果件　　　　　名

小幡美紀子さん（亀谷）適　　任人権擁護委員候補者の推薦について

○推薦、その他

結　果件　　　　　　　名議案番号

原案承認
専決処分の承認を求めることについて（税条例の一
部を改正する条例制定について）

第９５号

原案承認
専決処分の承認を求めることについて（国民健康保
険税条例の一部を改正する条例制定について）

第９６号

原案承認
専決処分の承認を求めることについて（平成１７年度
一般会計補正予算について）

第９７号

原案可決
農業委員会の選挙による委員の定数に関する条例制
定について

第９８号

原案可決
農業委員会の選挙による委員の選挙区に関する条例
制定について

第９９号

原案可決財産の取得について第１００号

原案可決損害賠償請求事件に係る和解の変更について第１０１号

原案可決平成１８年度一般会計補正予算第１０２号

原案可決平成１８年度介護保険特別会計補正予算第１０３号

○平成１８年第４回（４月）臨時会で承認・可決した議案
　

四
月
十
八
日
に
第
四
回
四
月
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
専
決
処
分
の
承
認
三
件
、
条
例
の
制
定
二
件
、
補
正
予
算
二
件
、
他
二
件
の

計
九
件
で
あ
り
、
全
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
回
四
月
臨
時
会

※請願受理番号６は、３月定例会で継続審査となっていました。

結　果件　　　　　名受理番号

採　　択患者・国民負担増計画の中止と「保険で安心してかかれる医療」を求める請願第 ６ 号

○請願と審議結果
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常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののの審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報常任委員会の審査報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
６月定例会 委員会の質問

問　

こ
の
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
業

計
画
は
、
現
実
的
な
も
の
と
し
て
平
成

二
十
一
年
度
で
完
了
で
き
る
の
か
。

答　

こ
の
計
画
は
、
合
併
前
の
旧
岩
代

町
、
旧
東
和
町
で
作
ら
れ
た
計
画
を
基

に
し
た
計
画
で
あ
り
、
今
の
よ
う
な
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
平
成
二
十
一

年
度
ま
で
に
す
べ
て
実
施
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
新
市
と
し

て
も
将
来
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

施
策
で
あ
り
、
財
政
支
援
を
受
け
る
事

業
の
選
択
肢
と
し
て
掲
げ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
具
体
的
な
事
業
の
選
択
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
振
興
計
画
の
実
施
計

画
と
単
年
度
予
算
の
中
で
行
う
。

問　

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
の
記
念
植

樹
祭
に
つ
い
て
、
樹
木
に
よ
っ
て
は
、

後
年
度
に
負
担
に
な
る
も
の
も
あ
る
が
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
想
定
し
た
う
え
で

植
樹
す
る
の
か
。

答　

将
来
的
な
管
理
に
つ
い
て
は
、
十

分
配
慮
し
、
適
正
な
維
持
管
理
が
図
ら

れ
る
植
樹
計
画
を
検
討
し
た
い
。

二
本
松
市
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画（
後
期
）に
つ
い
て

総
務
常
任
委
員
会

問　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
割
合
に

つ
い
て
説
明
し
て
欲
し
い
。

答　

二
本
松
市
で
こ
れ
ま
で
六
割
、
四

割
の
二
通
り
の
軽
減
で
あ
っ
た
も
の
が
、

応
益
部
分
が　

％
ま
で
上
が
っ
た
た
め
、

４５

旧
三
町
と
同
様
に
七
割
、
五
割
、
二
割

の
三
通
り
の
軽
減
と
な
る
。

問　

医
療
費
の
伸
び
が
一
般
給
付
費
で

は
４
％
で
あ
る
の
に
、
旧
市
町
別
所
要

額
計
算
に
お
い
て
、
平
成
十
七
年
度
税

率
に
よ
る
算
出
額
と
新
市
統
一
税
率
に

よ
る
算
出
額
の
伸
び
率
が　

・
５
％
と

１９

高
く
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答　

前
年
度
と
比
較
し
て
、
繰
越
金
の

減
少
や
不
均
一
課
税
の
基
礎
税
率
の
調

整
に
よ
る
影
響
等
、
医
療
費
以
外
の
要

因
も
あ
り
結
果
的
に　

・
５
％
の
伸
び

１９

と
な
っ
た
も
の
。

　

こ
の
他
審
査
の
中
で
、「
新
市
全
体

と
し
て
は
激
変
緩
和
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
個
々

を
見
た
場
合
、
一
方
は
税
率
を
引
き
上

げ
、
一
方
は
引
き
下
げ
る
と
い
う
状
況

と
な
っ
た
こ
と
は
不
本
意
で
あ
る
」
な

ど
い
く
つ
か
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

問　

施
設
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
す

る
も
の
と
、
市
が
直
接
管
理
す
る
も
の

が
あ
る
が
、
管
理
の
基
準
は
何
か
。

答　

今
回
の
公
共
施
設
設
置
条
例
の
改

正
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
公
の
施
設
の
「
管
理
委
託
制
度
」

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
改
正
で
あ

り
、
公
共
施
設
の
規
模
及
び
利
用
形
態

等
か
ら
、
効
率
的
な
視
点
で
判
断
し
た

結
果
で
あ
る
。

問　

用
排
水
路
補
修
事
業
に
つ
い
て
、

予
算
増
額
分
の
補
修
箇
所
を
示
せ
。

答　

現
在
、
十
六
箇
所
の
要
望
が
出
て

お
り
、
緊
急
性
の
高
い
箇
所
を
選
定
し

て
補
修
す
る
。

問　

霞
ヶ
城
公
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
整
備

工
事
は
事
業
費
減
額
に
伴
い
事
業
内
容

の
見
直
し
を
行
う
の
か
。

答　

県
補
助
金
の
廃
止
に
伴
い
、
事
業

主
体
が
市
に
な
り
事
業
費
も
減
額
と

な
っ
た
。
予
算
に
あ
わ
せ
事
業
内
容
を

変
更
し
、
今
年
度
は
箕
輪
門
前
通
り
か

ら
日
本
庭
園
ゾ
ー
ン
へ
の
誘
導
と
、
日

本
庭
園
ゾ
ー
ン
の
補
充
を
行
い
、
他
の

ゾ
ー
ン
整
備
は
次
期
振
興
計
画
の
中
で

検
討
す
る
。

公
共
施
設
設
置
条
例
改
正
の

趣
旨
と
管
理
基
準
に
つ
い
て

産
業
建
設
常
任
委
員
会

問　

こ
れ
ま
で
の
体
育
館
の
管
理
状
況

は
。
ま
た
、
今
後
の
管
理
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答　

現
在
ま
で
、
市
の
職
員
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
よ
る
直

営
管
理
を
行
っ
て
き
た
。
当
分
の
間
は
、

現
行
ど
お
り
と
す
る
。
将
来
的
に
は
、

現
在
進
め
て
い
る
事
務
事
業
の
見
直
し

や
市
政
改
革
推
進
の
中
で
、
施
設
の
管

理
に
つ
い
て
改
め
て
見
直
し
を
行
っ
て

い
く
。

問　

共
に
学
ぶ
環
境
づ
く
り
プ
ラ
ン
事

業
に
関
し
て
、
遠
方
の
養
護
学
校
等
に

通
学
す
る
た
め
の
保
護
者
負
担
に
伴
う

市
か
ら
の
援
助
は
あ
る
の
か
。

答　

盲
聾
養
護
学
校
就
学
児
童
扶
養
手

当
と
し
て
、
一
人
当
た
り
月
四
千
円
の

援
助
が
あ
る
。

問　

二
本
松
み
ん
な
で
第
九
を
歌
う
会

実
行
委
員
会
へ
の
補
助
金
に
関
し
て
、

そ
の
会
の
収
支
予
算
内
訳
は
。

答　

支
出
は
、
交
響
楽
団
や
指
揮
者
等

へ
の
依
頼
費
、
そ
の
他
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の

ポ
ス
タ
ー
等
作
製
費
で
総
額
約
六
百
万

円
で
あ
り
、
収
入
に
は
、
市
の
補
助
金

百
五
十
万
円
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
料
、
参

加
者
負
担
金
を
充
て
る
。

今
後
の
体
育
館
施
設
の

　
　
　
　
　

管
理
に
つ
い
て

文
教
常
任
委
員
会
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と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

住
民
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容

の
充
実
に
つ
い
て
、
市
地
域
が
広

く
な
っ
た
分
、
住
民
セ
ン
タ
ー
は

重
要
拠
点
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、

伺
い
ま
す
。

市
長　

住
民
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、

諸
証
明
等
の
窓
口
業
務
だ
け
で
な

く
、
行
政
と
地
域
住
民
と
の
連
絡

調
整
並
び
に
地
域
の
自
治
組
織
や

各
種
団
体
の
育
成
指
導
に
も
当
っ

て
い
ま
す
。
住
民
セ
ン
タ
ー
は
現

在
少
な
い
職
員
数
で
運
営
い
た
し

て
い
ま
す
が
、
行
政
の
事
務
に
精

通
し
た
課
長
職
を
配
置
し
、
対
処

し
て
い
ま
す
。
現
有
組
織
、
現
有

人
員
で
不
足
す
る
よ
う
な
場
合
に

は
、
本
庁
、
支
所
か
ら
の
支
援
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問　

職
員
の
清
掃
作
業
に
つ
い
て
、

そ
の
経
済
効
果
は
あ
り
ま
す
か
。

総
務
部
長　

本
庁
舎
で
申
し
ま
す

と
、
委
託
料
実
績
で
一
千
六
十
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

佐
藤
源
市
議
員

問　

入
札
制
度
に
つ
い
て
と
今
年

度
事
業
発
注
に
つ
い
て
。
市
入
札

制
度
は
、
公
告
で
定
め
る
、
入
札

参
加
資
格
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
、

制
限
付
一
般
競
争
入
札
、
所
在
地

区
分
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
は
、

特
別
な
場
合
を
除
き
、
地
元
業
者
、

市
内
、
準
市
内
と
な
さ
れ
、
今
年

四
月
の
改
正
に
お
い
て
工
種
別
資

格
要
件
の
改
正
の
中
、
市
内
業
者

の
み
区
分
工
事
予
定
価
格
、
土
木

工
事
は
三
千
万
円
か
ら
一
千
五
百

万
円
へ
引
下
げ
、
舗
装
工
事
に
つ

い
て
は
、
三
千
万
円
を
一
千
万
円

へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
改

正
に
よ
り
、
市
内
業
者
区
分
が
大

幅
に
縮
小
さ
れ
公
共
工
事
の
減
少

す
る
中
、
市
内
業
者
受
注
件
数
も

当
然
少
な
く
な
り
関
連
業
界
で
は
、

死
活
問
題
で
あ
り
、
地
元
業
者
の

活
性
化
を
図
る
な
ら
ば
市
内
業
者

枠
を
早
急
に
引
き
上
げ
る
べ
き
と

考
え
る
。
又
今
年
度
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
東
和
統
合
小
造
成
工
事

が
当
初
予
算
一
億
七
千
三
百
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
入
札
は

ど
の
様
に
進
め
る
の
か
、
市
内
業

者
を
優
先
的
に
発
注
さ
せ
、
落
ち

込
的
な
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図

る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
が
。

市
の
明
日
を
よ
む

市
政
運
営
な
ど
市
の
考
え
を
問
う

問　

用
地
取
得
後
十
一
年
が
経
過

し
て
お
り
早
期
に
道
の
駅
機
能
を

備
え
た
計
画
す
べ
き
市
の
考
え
方

を
伺
う
。

総
合
政
策
部
長　

地
域
の
情
報
発

信
、
地
域
産
業
の
活
性
化
観
光
の

拠
点
と
し
て
役
割
を
担
い
地
域
経

済
へ
の
波
及
効
果
も
大
い
に
期
待

で
き
る
。
上
り
線
と
の
一
体
的
な

管
理
運
営
を
行
う
こ
と
を
前
提
に

新
市
建
設
計
画
の
考
え
方
に
そ
っ

て
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
整

備
で
き
る
よ
う
国
と
協
議
を
進
め

て
い
く
。
国
と
市
の
計
画
を
す
り

合
せ
、
振
興
計
画
と
の
整
合
を
図

る
た
め
に
も
、
今
年
度
国
土
交
通

省
の
参
加
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、

新
た
に
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

問　

下
り
線
市
有
地
と
上
り
線
国

有
地
と
の
交
換
を
伺
う
。

総
合
政
策
部
長　

上
り
線
に
お
い

て
、
市
の
施
設
及
市
が
物
販
等
使

用
し
て
い
る
敷
地
の
一
部
が
国
交

省
の
土
地
に
か
か
っ
て
い
る
所
か

ら
下
り
線
の
一
部
を
交
換
し
よ
う

と
す
る
も
の
。
又
下
り
線
に
所
有

す
る
市
有
地
に
つ
い
て
も
、
管
理

境
界
が
変
っ
て
く
る
の
で
国
と
協

議
を
進
め
る
。

平
栗
征
雄
議
員

問　

市
道
根
崎
〜
榎
戸
線
の
道
路

改
良
は
、
都
市
計
画
の
見
直
し
を

図
り
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と

思
う
が
、
再
度
伺
い
ま
す
。

建
設
部
長　

本
路
線
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
決
定
の
変
更
を
し
た
後
、

整
備
に
入
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
県
知
事
の
同
意
を
求
め
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
為
に
は
、
通

勤
通
学
の
流
動
調
査
や
全
体
的
な

交
通
体
系
を
考
え
て
申
請
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
本
路
線
に
つ
き

ま
し
て
も
、
県
道
原
町
〜
二
本
松

線
や
四
号
国
道
に
接
す
る
変
則
交

差
点
を
も
含
め
た
見
直
し
が
必
要

服
部
光
治
議
員

問　

道
の
駅
「
安
達
」
下
り
パ
ー

キ
ン
グ
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
道

の
駅
「
安
達
」
基
本
構
想
に
よ
る

と
全
国
で
初
め
て
一
般
重
要
国
道

の
上
下
線
に
計
画
さ
れ
用
地
を
買

収
、
平
成
九
年
上
り
道
の
駅
は

オ
ー
プ
ン
し
た
。
今
回
下
り
は
駐

車
台
数
六
十
台
パ
ー
キ
ン
グ
の
計

画
、
当
初
の
計
画
が
何
故
こ
の
様

に
変
更
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

総
合
政
策
部
長　

当
初
の
基
本
構

想
で
は
上
下
線
と
も
同
規
模
の
施

設
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
た
が
、
上

下
線
で
は
道
路
の
交
通
量
や
通
行

者
の
居
住
す
る
地
域
、
通
行
者
が

利
用
す
る
目
的
等
も
異
な
る
。
ま

た
沿
線
の
同
種
の
施
設
の
配
置
状

況
や
、
国
の
財
政
状
況
の
変
化
等

を
考
慮
し
た
結
果
、
国
の
当
面
の

下
り
線
整
備
は
上
り
線
よ
り
も
、

若
干
規
模
を
縮
小
し
た
施
設
配
置

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

市道根崎～榎戸線

　

六
月
定
例
会
に
お
い
て
一
般
質
問
を
行
っ
た
議
員
十
五
人
の
質
問
を
掲
載
し
ま
し
た
。

執
筆
は
、
質
問
を
し
た
議
員
本
人
に
よ
る
も
の
で
す
。
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助
役　

合
併
に
よ
り
地
域
の
業
者

の
数
の
偏
在
が
生
じ
、
良
質
な
成

果
を
得
、
競
争
原
理
を
幅
広
く
働

か
せ
る
必
要
性
等
の
た
め
変
更
、

市
内
業
者
の
入
札
参
加
機
会
に
制

限
を
加
え
た
も
の
で
は
な
い
。

問　

事
務
の
簡
素
合
理
化
と
職
員

の
適
性
に
配
慮
し
機
構
改
革
を
始

め
事
務
の
改
善
を
一
日
も
早
く
構

築
す
べ
き
で
あ
る
。

総
務
部
長　

利
用
し
や
す
い
簡
素

効
率
的
行
政
組
織
と
す
る
。

鴫
原
三
男
議
員

問　

市
の
「
協
力
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
指
針
」
は
「
国
か
ら
の
関
与

を
受
け
ず
独
自
の
政
策
を
展
開
で

き
る
地
方
主
権
の
時
代
に
な
っ

た
」
と
の
べ
て
い
る
が
、
財
政
的

に
も
国
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、

憲
法
に
明
記
さ
れ
た
地
方
自
治
と

は
名
ば
か
り
で
は
な
い
か
。

　

市
民
と
行
政
と
の
関
係
は
イ

コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
で
は
な
い
。

市
民
は
主
権
者
で
あ
り
、
行
政
は

も
っ
ぱ
ら
市
民
の
福
祉
の
増
進
を

は
か
る
立
場
で
は
な
い
か
。「
役
割

と
責
任
の
分
担
」
と
い
う
名
目
で

新
た
な
負
担
や
義
務
を
市
民
に
押

し
つ
け
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

市
長　

国
の
機
関
委
任
事
務
が
廃

止
さ
れ
た
の
で
、
地
方
主
権
の
時

代
に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
方
交
付
税
の
削
減
さ

れ
る
一
方
、
税
源
移
譲
は
不
十
分

で
あ
り
名
実
と
も
に
地
方
分
権
の

時
代
と
は
言
い
難
い
も
の
で
す
。

　

市
民
が
主
権
者
で
あ
る
こ
と
は

指
摘
の
と
お
り
だ
が
、
行
財
政
が

厳
し
い
お
り
、
住
民
福
祉
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
は
、
市
民
と
行
政

が
役
割
と
責
任
を
分
担
し
協
力
し

て
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問　

高
齢
者
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
は
旧
市
町
で
異
な
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
る
。
一
人
暮
ら
し
、

老
人
世
帯
の
高
齢
者
、
通
院
や
買

い
物
の
足
の
確
保
に
苦
労
し
て
い

る
。
早
急
に
東
和
地
区
に
も
福
祉

タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

ほ
し
い
。
保
育
所
保
育
料
、
幼
稚

園
保
育
料
の
見
直
し
、
水
道
料
金

の
見
直
し
を
か
か
げ
て
い
る
が
値

上
げ
す
る
の
か
。
介
護
保
険
利
用

料
の
市
独
自
の
軽
減
策
は
廃
止
し

た
が
、
制
度
改
悪
の
た
め
利
用
者

負
担
が
増
え
た
の
で
再
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

保
育
所
保
育
料

は
十
月
か
ら
値
上
げ
に
な
る
階
層

が
で
て
き
ま
す
。
介
護
保
険
は
市

独
自
の
制
度
は
設
け
ず
改
善
す
べ

き
点
は
国
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

企
業
部
長　

簡
易
水
道
料
金
は
旧

町
格
差
が
あ
り
見
直
し
ま
す
。

平
塚
興
志
一
議
員

問　

職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
に

つ
い
て
質
問
す
る
。
�
現
在
の
職

員
数
は
何
人
か
。
ま
た
類
似
団
体

並
み
の
職
員
数
は
何
人
か
。
�
一

定
年
齢
で
の
早
期
退
職
勧
奨
を
行

う
考
え
が
な
い
か
。
早
期
優
遇
勧

奨
制
度
を
創
っ
て
は
。
�
当
市
も

分
限
制
度
を
運
用
す
べ
き
で
は
。

�
当
市
は
三
十
万
都
市
の
組
織
機

構
と
考
え
る
が
ス
リ
ム
化
す
る
考

え
は
。
�
団
塊
の
世
代
の
退
職
者

は
。

総
務
部
長　

職
員
数
は
六
百
四
十

六
人
。
市
独
自
の
職
員
退
職
勧
奨

優
遇
制
度
の
創
設
を
検
討
し
た
い
。

分
限
制
度
の
運
用
は
、
人
権
に
配

慮
し
な
が
ら
図
っ
て
い
く
。
組
織

の
見
直
し
は
、
無
駄
の
な
い
効
率

的
な
行
政
組
織
を
つ
く
る
。
団
塊

世
代
の
退
職
は
、
七
十
四
人
お
る
。

問　

菊
人
形
に
つ
い
て
、
六
千
万

円
赤
字
の
要
因
は
。
新
市
誕
生
記

念
と
し
て
、
全
戸
に
招
待
券
を
配

る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

二
本
松
市
誕
生
特
別
事
業

と
し
て
市
内
全
戸
に
無
料
招
待
券

を
配
付
す
る
。

問　

ス
カ
イ
ピ
ア
「
あ
だ
た
ら
」

の
利
用
状
況
及
び
五
千
八
百
万
円

赤
字
の
要
因
は
。

産
業
部
長　

入
場
者
四
万
七
千
人

問　

安
達
ヶ
原
「
ふ
る
さ
と
村
」

の
利
用
状
況
及
五
千
万
円
の
赤
字

の
要
因
に
つ
い
て
、
ま
た
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
。

産
業
部
長　

こ
こ
数
年
は
、
入
場

数
が
減
っ
て
い
る
。
料
金
の
無
料

化
の
検
討
も
し
た
い
。
レ
ス
ト
ラ

ン
は
、
高
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

合
併
特
例
債
に
つ
い
て
、
活

用
の
長
期
計
画
は
、
こ
の
事
業
を

活
用
し
て
小
中
学
校
周
辺
の
通
学

路
歩
道
整
備
は
で
き
な
い
か
。

総
合
政
策
部
長　

合
併
後
の
新
規

事
業
の
み
が
対
象
と
な
る
。
新
市

建
設
計
画
を
基
に
策
定
す
る
振
興

計
画
の
な
か
で
調
整
し
、
振
興
計

画
に
基
づ
く
三
か
年
の
実
施
計
画

と
、
こ
れ
を
実
現
す
る
予
算
編
成

で
具
体
化
し
て
い
く
。
歩
道
整
備

に
つ
い
て
は
、
新
市
計
画
の
主
要

事
業
に
入
っ
て
い
る
の
で
計
画
の

な
か
で
検
討
し
て
い
く
。

�
橋
正
弘
議
員

問　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

の
振
興
（
集
落
の
整
備
は
、
行
政

自
治
組
織
の
再
編
策
は
、
男
女
共

同
参
画
の
推
進
は
。）

市
長　

集
落
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

大
変
困
難
な
課
題
で
は
あ
る
が
市

と
し
て
は
生
活
道
の
整
備
、
水
道

の
普
及
や
ボ
ー
リ
ン
グ
の
助
成
、

浄
化
槽
設
置
の
推
進
等
の
生
活
基

盤
を
整
備
す
る
な
ど
、
快
適
な
集

落
環
境
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も

に
、
二
地
域
居
住
の
推
進
や
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど
、

良
好
な
自
然
環
境
、
農
村
環
境
の

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
こ
と
で
、

集
落
の
維
持
発
展
と
農
地
、
山
林

の
保
全
を
目
指
し
て
い
く
。
行
政

自
治
組
織
に
つ
い
て
は
、
合
併
協

議
に
よ
り
当
面
は
現
行
ど
お
り
と

し
た
も
の
だ
が
、
高
齢
者
世
帯
や

一
人
暮
ら
し
世
帯
が
増
加
す
る
と

隣
保
共
助
の
精
神
に
基
づ
き
自
発

的
に
成
立
し
た
自
治
組
織
の
役
割
、

地
域
の
連
帯
が
益
々
重
要
に
な
っ

て
い
る
。
過
疎
の
進
行
に
よ
り
、

地
域
の
こ
う
し
た
活
動
に
支
障
が

出
て
き
て
い
る
集
落
も
見
受
け
ら

れ
る
状
況
か
ら
、
支
所
を
中
心
に

関
係
集
落
、
住
民
の
皆
様
と
協
議

を
行
い
、
必
要
と
あ
れ
ば
行
政
が

関
わ
り
な
が
ら
行
政
区
の
再
編
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。
男
女
共

同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

古
い
伝
統
型
の
地
域
社
会
に
は
、

昔
な
が
ら
の
風
土
、
慣
習
が
根
付

市道赤羽根１号線
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う
計
画
は
な
い
の
か
、
ま
た
、
こ

の
福
祉
タ
ク
シ
ー
に
家
族
要
件
が

必
要
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
は
、
現
在
二
本
松
地
区
で
実

施
し
て
い
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
基

本
と
し
検
討
す
る
。
な
お
、
家
族

要
件
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

問　

学
校
図
書
の
充
足
率
一
〇
〇

％
を
目
指
す
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
。
こ
の
図
書
の
有
効
活
用

を
図
る
た
め
、
図
書
館
司
書
を
各

地
区
一
名
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

図
書
館
司
書
は
、
小
中

学
校
に
設
置
義
務
は
な
く
、
今
は

司
書
教
論
ま
た
は
図
書
主
任
が
読

書
指
導
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
ま
た
、
市
内
の
小
中
学
校

全
て
が
充
足
率
を
達
成
し
た
後
に

は
、
そ
れ
の
設
置
も
検
討
す
る
。

松
�
英
夫
議
員

問　

二
本
松
公
設
地
方
卸
売
市
場

の
今
後
及
び
小
売
店
の
現
状
に
つ

い
て
。
流
通
業
界
の
変
革
に
よ
り

小
売
業
界
は
大
型
店
の
進
出
に
よ

り
淘
汰
さ
れ
て
き
た
。
今
、
生
鮮

食
品
に
限
ら
ず
商
品
の
取
引
は
従

来
と
は
違
い
多
様
化
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
の
今
後
の
市
場
の

あ
り
方
、
又
一
般
小
売
店
の
現
状

を
ど
う
み
て
い
る
か
。
�
郡
山
水

産
の
撤
退
に
つ
い
て
。
�
十
七
年

度
ま
で
の
取
扱
高
。
�
買
受
人
の

数
に
つ
い
て
。
�
今
後
の
市
場
の

あ
り
方
に
つ
い
て
。
�
一
般
生
鮮

小
売
店
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
対
応
策
は
。

産
業
部
長　

�
「
近
隣
地
域
へ
の

大
規
模
小
売
店
の
立
地
が
相
次
ぎ

売
上
が
マ
イ
ナ
ス
推
移
し
て
来
た

が
大
口
取
引
先
の
閉
店
及
び
大
玉

村
に
大
規
模
小
売
店
が
進
出
し
大

き
な
影
響
を
受
け
収
益
が
落
ち
込

み
厳
し
い
状
態
に
あ
り
会
社
の
方

針
と
し
て
二
本
松
支
店
の
閉
店
を

決
め
た
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
六

月
末
日
を
も
っ
て
撤
退
す
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
す
。
�
水
産
は

平
成
十
四
年
度
四
億
二
千
八
百
二

万
円
、
十
七
年
度
は
三
億
千
五
百

五
十
九
万
円
、
青
果
は
十
八
年
度

七
億
四
千
二
百
六
十
五
万
円
、
十

七
年
度
は
五
億
二
千
四
百
十
二
万

円
。
�
平
成
八
年
度
水
産
部
の
方

は
百
二
十
人
台
で
変
っ
て
い
な
い
。

青
果
部
も
百
四
十
人
台
で
ほ
ぼ
横

ば
い
の
状
態
。

市
長　

�
公
設
市
場
に
お
け
る
卸

売
の
業
務
を
行
う
者
と
青
果
部
一

社
水
産
部
一
社
と
定
め
市
民
は
も

と
よ
り
安
達
地
方
の
住
民
に
安
全

な
生
鮮
食
料
品
を
安
定
的
に
供
給

す
る
市
場
と
し
て
の
持
つ
も
の
で

あ
り
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
る
。
�
本
市
周
辺
へ
の
大
規

模
小
売
店
の
出
店
が
相
次
い
で
い

い
て
い
る
。
守
る
べ
き
伝
統
を
守

り
な
が
ら
も
、
豊
か
な
地
域
社
会

の
形
成
と
定
住
の
促
進
を
阻
害
す

る
悪
し
き
慣
習
に
つ
い
て
は
、
意

識
の
改
革
が
必
要
な
の
で
、
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

行
政
と
し
て
も
、
引
き
続
き
積
極

的
に
、
意
識
の
啓
蒙
を
図
り
た
い
。

　

他
に
、
少
子
化
対
策
、
子
育
て

支
援
と
し
て
針
道
保
育
所
の
整
備

計
画
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

安
田
政
彦
議
員

問　

智
恵
子
記
念
館
・
給
食
セ
ン

タ
ー
等
職
員
の
自
己
都
合
退
職
問

題
に
つ
い
て
、
�
何
故
、
十
一
月

三
十
日
付
け
自
己
都
合
退
職
な
の

か
。
�
嘱
託
職
員
採
用
時
、
定
年

六
十
歳
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
が
、

突
然
の
自
己
都
合
退
職
と
は
、
当

事
者
に
十
分
な
説
明
と
理
解
は
得

ら
れ
て
い
る
か
。
�
自
己
都
合
退

職
後
、
一
年
間
は
従
前
の
労
働
条

件
で
雇
用
す
る
と
し
た
根
拠
は
。

�
一
年
後
、
雇
用
計
画
は
ど
う
な

る
か
。

総
務
部
長　

�
旧
安
達
町
の
嘱
託

職
員
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員

法
第
二
十
二
条
を
根
拠
に
雇
用
し
、

合
併
時
、
正
規
職
員
と
異
な
る
た

め
、
退
職
手
当
支
給
す
る
た
め
の

勤
続
期
間
の
継
続
が
出
来
な
く
な

り
、
昨
年
十
一
月
三
十
日
付
け
退

職
扱
い
と
な
っ
た
。
�
退
職
理
由

と
し
て
十
三
項
目
あ
る
中
か
ら
該

当
す
る
も
の
が
自
己
都
合
の
た
め
、

書
面
通
知
で
な
く
、
口
頭
で
行
っ

た
の
で
、
市
は
、
地
方
公
務
員
法

に
準
じ
た
職
員
処
遇
の
措
置
で
す
。

�
・
�
旧
安
達
町
の
雇
用
経
緯
も

あ
り
、
雇
用
主
と
し
て
の
責
任
か

ら
、
当
面
方
針
・
結
論
が
出
る
ま

で
は
、
従
来
の
雇
用
形
態
の
ま
ま

と
し
、
今
後
、
誠
意
を
持
っ
て
結

論
を
導
き
た
い
。

問　

�
指
定
管
理
者
の
内
容
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
の
中
で
市
長

が
代
表
役
員
を
行
な
っ
て
い
る
法

人
は
い
く
つ
あ
る
か
。
�
市
長
以

外
職
員
が
参
画
す
る
法
人
は
い
く

つ
あ
る
か
。
�
最
終
責
任
所
在
は

何
処
に
あ
る
か
。
�
今
後
指
定
管

理
者
の
移
行
計
画
は
。

総
務
部
長　

�
・
�
財
団
法
人
二

本
松
市
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
・
株

式
会
社
安
達
町
振
興
公
社
の
二
法

人
で
す
。
�
指
定
管
理
者
で
、
委

託
契
約
の
指
定
管
理
科
で
対
処
、

清
算
方
式
で
対
応
の
状
況
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
�
市
政
改
革
推
進
の

中
で
検
討
す
る
。

　

他
に
、
株
式
会
社
安
達
町
振
興

公
社
・
旧
小
浜
城
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

佐
久
間
一
議
員

問　

保
育
所
保
育
料
の
激
変
暖
和

措
置
は
、
合
併
合
意
以
上
だ
。
市

長
と
し
て
、
合
併
合
意
と
政
策
と

の
整
合
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

合
併
協
定
を
尊
重
す
る
こ

と
は
当
然
。
そ
の
上
で
、
常
に
創

意
工
夫
と
必
要
な
改
革
を
行
な
い

な
が
ら
、
合
併
合
意
以
上
の
サ
ー

ビ
ス
の
拡
大
と
、
新
た
な
施
策
の

可
能
性
を
目
指
し
て
い
く
。

問　

合
併
合
意
は
、
実
施
し
て
不

具
合
が
生
じ
た
場
合
、
見
直
し
す

る
と
の
こ
と
だ
が
次
の
二
件
の
見

直
し
は
あ
る
か
。
成
人
式
と
乳
幼

児
集
団
検
診
、
い
ず
れ
も
地
区
で

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

平
成
十
九
年
成
人
式
に

つ
い
て
も
、
今
年
同
様
式
典
の
み

の
開
催
を
基
本
と
し
、
検
討
を
加

え
な
が
ら
開
催
し
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

十
八
年
度
は
、

毎
月
二
回
受
診
機
会
が
あ
り
、
受

診
し
や
す
く
な
っ
た
と
考
え
る
。

問　

東
和
地
区
で
の
学
童
保
育
の

設
置
と
、
幼
稚
園
・
延
長
保
育
に

専
任
の
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

保
健
福
祉
部
長　

東
和
地
区
で
の

学
童
保
育
は
、
平
成
十
九
年
度
当

初
の
開
設
が
適
当
と
考
え
て
い
る
。

問　

二
本
松
地
区
で
実
施
し
て
い

る
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
全
市
で
行
な
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る
中
大
変
む
ず
か
し
い
経
営
状
況

に
あ
る
も
の
と
思
慮
さ
れ
る
。
公

設
卸
売
市
場
は
小
売
店
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
身
近
な
場
所
で
商
品
の

仕
入
れ
が
で
き
る
場
所
で
あ
り
そ

れ
ぞ
れ
経
営
の
安
定
に
お
役
立
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

安
部
匡
俊
議
員

問　

地
域
振
興
会
議
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

旧
市
町
を
単
位
に
、
四
地

域
の
会
議
を
予
定
し
て
お
り
、
構

成
は
区
長
会
、
行
政
委
員
、
団
体

長
会
議
等
を
拡
充
発
展
す
る
こ
と

を
念
頭
に
組
織
を
作
っ
て
ゆ
く
。

年
二
回
開
催
し
継
続
し
て
ゆ
く
が
、

人
数
は
ま
だ
未
定
。
予
算
案
等
議

会
に
提
案
す
る
に
当
っ
て
の
協
議

と
位
置
づ
け
、
最
終
的
に
は
議
会

の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
。

問　

県
道
改
良
工
事
の
今
後
の
計

画
と
、
県
道
二
本
松
・
川
俣
線
と

県
道
飯
野
三
春
石
川
線
が
交
差
す

る
、
坂
ノ
下
交
差
点
へ
の
信
号
機

設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

県
道
改
良
に
つ
い
て
は
、

旧
三
町
の
要
望
個
所
を
私
と
助
役

と
事
業
課
で
現
地
調
査
し
、
県
北

建
設
事
務
所
に
対
し
、
更
な
る
予

算
確
保
の
要
望
を
行
っ
て
き
た
。

市
民
部
長　

坂
ノ
下
交
差
点
で
は
、

昨
年
二
件
、
今
年
現
在
ま
で
三
件

の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
今
般

市
長
に
信
号
機
設
置
要
望
が
あ
っ

た
の
で
、
再
度
二
本
松
警
察
署
長

に
設
置
要
望
を
行
っ
た
。
早
期
設

置
に
努
力
す
る
。

問　

県
道
改
良
工
事
に
伴
な
う
、

木
幡
幼
稚
園
の
移
転
と
、
東
和
地

域
幼
稚
園
の
今
後
の
運
営
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
部
長　

で
き
れ
ば
七
月
頃
に
、

方
針
の
決
定
を
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
統
合
小
学
校
敷
地
へ
の
幼

稚
園
計
画
は
、
将
来
的
に
幼
稚
園

統
合
を
見
据
え
た
形
で
の
用
地
確

保
で
あ
る
。
預
り
保
育
と
学
童
保

育
の
計
画
は
、
現
在
安
達
地
域
で

実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
参
考

に
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
新
施
設

の
設
置
は
財
政
上
難
し
い
。

問　

幼
児
・
児
童
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

安
全
確
保
は
最
重
要

課
題
と
考
え
、
特
に
地
域
の
各
種

団
体
と
の
連
携
を
図
っ
た
、
見
守

り
隊
の
活
用
を
図
っ
て
い
る
。
見

守
り
隊
は
、
市
内
小
学
校
二
十
三

校
全
て
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。

教
育
長　

助
成
に
つ
い
て
現
在
は

な
い
が
今
後
検
討
し
て
お
く
。

菅
野　

明
議
員

問　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
�

保
育
所
保
育
料
を
引
き
上
げ
せ
ず

据
え
置
き
の
継
続
を
。
�
乳
幼
児

健
診
を
従
来
ど
お
り
、
旧
町
保
健

セ
ン
タ
ー
で
も
実
施
を
。

保
健
福
祉
部
長　

�
保
護
者
の
急

激
な
負
担
増
を
回
避
す
る
た
め
、

六
ヶ
月
先
ま
で
改
定
先
送
り
し
た

据
え
置
き
は
無
理
。
�
二
会
場
で

受
診
な
ど
利
便
性
に
重
点
を
置
い

た
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い
。

問　

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ

い
て
。
小
規
模
作
業
所
へ
の
現
行

市
補
助
を
継
続
す
べ
き
。
ま
た
、

県
に
加
算
分
単
価
を
元
に
戻
す
よ

う
強
く
求
め
よ
。

保
健
福
祉
部
長　

本
年
度
は
前
年

度
と
同
額
の
補
助
で
措
置
す
る
。

県
補
助
の
減
額
改
正
に
つ
い
て
は

県
市
長
会
を
通
じ
申
し
入
れ
し
て

き
た
。
今
後
と
も
市
長
会
と
連
携

し
対
応
し
て
い
く
。

問　

学
校
修
繕
に
つ
い
て
、
新
殿

小
体
育
館
の
雨
も
り
対
策
や
市
内

各
学
校
の
修
繕
箇
所
や
耐
震
調
査

の
実
態
は
。
ま
た
、
そ
の
結
果
に

よ
る
今
後
の
対
応
は
。

教
育
部
長　

新
殿
小
体
育
館
の
雨

漏
り
は
、
十
年
程
前
か
ら
で
、
調

査
の
結
果
緊
急
補
修
の
必
要
が
あ

り
、
今
年
度
予
算
の
範
囲
内
で
修

繕
す
る
。
耐
震
調
査
は
、
今
年
度

小
学
校
七
校
中
学
校
三
校
の
業
務

の
委
託
事
務
を
進
め
て
る
。
診
断

終
え
た
旧
二
本
松
分
含
め
、
工
事

伴
う
も
の
は
年
次
計
画
で
対
応
。

問　

国
道
四
五
九
号
線
加
藤
木
工

区
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
部
長　

進
捗
が
見
ら
れ
な
い

状
況
に
あ
る
。
県
は
任
意
交
渉
と

は
別
な
方
法
を
準
備
し
て
い
る
。

今
年
度
事
業
費
は
二
千
万
円
。

平　

敏
子
議
員

問　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
。

�
制
度
改
定
に
と
も
な
う
市
民
へ

の
具
体
的
な
説
明
は
さ
れ
た
か
。

�
新
予
防
給
付
実
施
に
よ
る
混
乱

は
な
か
っ
た
か
。
�
登
録
ヘ
ル

パ
ー
の
条
件
改
善
の
検
討
は
さ
れ

た
か
。
�
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
検
討

内
容
は
。

保
健
福
祉
部
長　

�
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
配
布
、
制
度
利
用
者

に
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
か
ら
の

説
明
に
配
慮
し
た
。
�
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
適

切
に
対
応
し
て
い
る
。
�
合
併
に

伴
っ
て
見
直
し
が
さ
れ
、
低
か
っ

た
と
こ
ろ
の
待
遇
改
善
が
さ
れ
た
。

�
今
年
度
は
、
新
た
に
安
達
全
域
、

岩
代
の
一
部
で
実
施
、
東
和
は
こ

れ
ま
で
通
り
。
今
後
、
市
内
全
域

で
実
施
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

問　

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
。

�
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
か
ら
要

望
の
強
い
、
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
を
検
討
で
き
な
い
か
。
小
学

校
四
年
生
、
六
年
生
ま
で
に
し
た

場
合
市
の
負
担
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

市
長　

庁
内
の
検
討
会
で
検
討
し

て
い
く
。

保
健
福
祉
部
長　

四
年
生
ま
で
は

四
千
八
百
万
円
、
六
年
生
ま
で
は

六
千
九
百
十
万
円
の
負
担
と
な
る
。

問　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

関
連
法
案
は
、
麦
や
大
豆
な
ど
品

目
ご
と
の
価
格
対
策
を
や
め
、
助

成
金
を
一
部
の
大
規
模
農
家
や
法

人
に
だ
け
に
支
給
す
る
仕
組
み
に

変
え
る
こ
と
が
中
心
で
す
。
�
対

象
と
な
る
農
家
の
数
は
。
�
対
象

と
な
ら
な
い
農
家
の
支
援
策
は
。

産
業
部
長　

�
面
積
要
件
四
�
以

上
は
新
市
全
体
で
八
十
八
戸
。
集

落
営
農
組
織
二
十
�
以
上
は
現
在

設
立
さ
れ
て
い
な
い
が
要
件
が
整

え
ば
市
全
体
で
十
六
集
落
、
三
百

五
十
四
戸
、
面
積
四
百
八
十
九
�

と
想
定
。
�
各
地
区
の
優
れ
た
農

産
物
や
資
源
を
生
か
し
た
売
れ
る

ブ
ラ
ン
ド
品
の
開
発
、
農
林
生
産

作業所で働く利用者の皆さん
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の
振
興
の
検
討
、
認
定
農
業
者
や

集
落
営
農
の
あ
り
方
、
小
規
模
農

家
な
ど
の
支
援
策
な
ど
を
併
せ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

斎
藤
広
二
議
員

問　

安
達
駅
東
口
整
備
構
想
の
具

体
化
に
つ
い
て
、
駅
東
口
整
備
は

新
市
建
設
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
近
年
駅
周
辺
に
は
六

十
戸
以
上
の
住
宅
が
建
て
ら
れ
、

駅
前
市
営
駐
車
場
の
半
分
は
安
達

地
区
以
外
の
使
用
で
す
。
駅
の
一

日
当
り
乗
降
客
は
千
六
百
人
。
農

地
転
用
に
よ
る
乱
開
発
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
整
備
構

想
の
具
体
化
を
。

市
長　

定
住
人
口
の
増
加
と
住
環

境
の
整
備
を
図
る
こ
と
や
、
東
和
、

岩
代
地
区
か
ら
の
駅
利
用
者
の
利

便
性
を
確
保
す
る
為
に
整
備
を
進

め
た
い
。
今
年
度
は
、
地
元
関
係

者
に
よ
り
「
事
業
検
討
懇
談
会
」

等
を
組
織
し
て
、
整
備
範
囲
並
び

に
整
備
内
容
、
及
び
整
備
手
法
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
上
で

来
年
度
以
降
基
本
計
画
、
実
施
計

画
の
策
定
を
進
め
、
事
業
化
に
つ

な
げ
て
ゆ
く
考
え
で
あ
る
。

問　

公
営
住
宅
入
居
基
準
見
直
し

に
つ
い
て
、
３
月
議
会
に
お
い
て

一
部
入
居
基
準
の
緩
和
が
は
か
ら

れ
ま
し
た
が
�
収
入
基
準
オ
ー

バ
ー
し
た
者
の
民
間
並
家
賃
に
�

名
義
人
が
死
亡
、
離
婚
し
た
場
合
、

原
則
配
偶
者
だ
け
の
承
継
に
�
申

し
込
み
の
時
預
金
な
ど
の
資
産
調

査
の
強
化
と
同
意
書
の
義
務
化
�

家
族
が
減
れ
ば
家
賃
の
値
上
げ
を

国
は
通
知
し
ま
し
た
が
、
�
以
外

は
法
的
拘
束
力
が
な
く
、
具
体
化

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
と
す
る
の

か
伺
い
ま
す
。

建
設
部
長　

収
入
超
過
者
の
収
入

区
分
に
応
じ
て
五
年
か
ら
一
年
の

期
間
で
、
近
傍
同
種
の
家
賃
に
平

成
十
九
年
度
か
ら
値
上
げ
す
る
も

の
で
、
現
在
市
営
住
宅
入
居
戸
数

七
百
四
十
二
戸
の
う
ち
五
十
七
戸

で
す
。
�
�
�
に
つ
い
て
は
、
国

か
ら
「
公
営
住
宅
の
適
正
、
合
理

化
の
た
め
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し

て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

本
市
で
は
取
り
組
ま
な
い
こ
と
と

し
た
。新

野　

洋
議
員

問　

作
田
〜
郭
内
線
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

建
設
部
長　

昨
年
発
足
し
た
駅
南
・

下
成
田
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
参
考
に
、

新
市
の
全
体
的
な
都
市
計
画
道
路

整
備
計
画
の
中
で
検
討
し
て
行
く
。

問　

松
岡
〜
郭
内
ト
ン
ネ
ル
計
画

の
代
替
案
に
つ
い
て
考
え
は
。

建
設
部
長　

代
替
案
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
な
い
が
、
全
体
的
な

見
直
し
の
中
で
。
都
市
計
画
決
定

を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

問　

私
が
提
言
し
た
中
心
市
街
地

活
性
化
策
と
し
て
の
借
上
型
市
営

住
宅
建
設
が
今
年
度
竹
田
と
本
町

に
建
設
さ
れ
る
が
今
後
の
計
画
は
。

建
設
部
長　

立
替
は
茶
園
団
地
を

優
先
し
、
現
有
戸
数
の
半
分
の
約

四
十
戸
を
街
中
に
建
設
す
る
。

問　

個
人
商
店
主
へ
、
Ｉ
Ｔ
社
会

へ
の
対
応
支
援
策
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

産
業
部
長　

商
工
団
体
の
ご
意
見

を
聞
き
な
が
ら
。
支
援
策
の
必
要

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
行
く
。

問　

産
学
官
連
携
の
窓
口
を
作
り
、

技
術
情
報
や
セ
ミ
ナ
ー
情
報
の
発

信
、
交
流
サ
ロ
ン
の
開
催
な
ど
を
。

産
業
部
長　

企
業
訪
問
等
を
重
ね

商
工
団
体
等
と
研
究
を
重
ね
、
積

極
的
な
情
報
の
発
信
に
取
り
組
む
。

問　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
。
出

産
祝
い
金
を
支
給
し
、
保
育
所
通

所
費
補
助
金
・
幼
稚
園
通
園
費
補

助
金
を
廃
止
す
る
の
は
政
策
に
総

合
性
、
一
貫
性
が
な
い
の
で
は
。

保
健
福
祉
部
長　

合
併
協
定
の
中

で
廃
止
が
決
定
さ
れ
て
い
た
。

問　

私
が
提
言
し
た
、
菊
人
形
会

場
西
側
か
ら
公
園
へ
の
観
光
客
の

解
放
が
実
現
し
た
。
城
山
全
体
の

史
跡
、
植
物
等
の
詳
細
な
説
明
が

必
要
で
は
。
日
本
中
の
菊
人
形
が

姿
を
消
し
て
い
る
中
、
収
益
事
業

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
伝
統
文

化
と
し
て
磨
き
あ
げ
本
当
の
二
本

松
の
ブ
ラ
ン
ド
と
す
べ
く
、
当
面

の
財
政
支
援
を
考
え
て
は
。

産
業
部
長　

改
善
策
へ
の
取
り
組

み
も
あ
り
、
今
し
ば
ら
く
運
営
の

状
況
を
見
守
っ
て
参
り
た
い
。

佐
久
間
勝
議
員

問　

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
。

三
月
定
例
会
で
の
「
私
的
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
の
で
答
弁
に
つ
い
て

は
、
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。」と
い
う
市
長
の
答
弁
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
後
市
民
の
方
々

よ
り
様
々
な
話
を
戴
き
ま
し
た
。

又
四
月
二
十
七
日
付
の
二
本
松
タ

ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
新
聞
で
市

民
代
表
熊
久
保
氏
の
公
開
質
問
状

の
記
事
も
拝
見
致
し
ま
し
た
。
市

長
当
選
後
約
半
年
、
市
民
の
「
し

あ
わ
せ
」
実
現
の
為
、「
清
潔
・
公

正
・
公
平
な
市
政
」、「
安
心
・
安

全
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」「
参
画
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」（
人
権
の
尊

重
）
等
を
市
民
と
と
も
に
推
進
す

る
三
保
市
長
に
と
り
ま
し
て
は
、

内
心
忸
怩
た
る
思
い
で
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
キ
ッ
パ
リ
と
否
定

し
な
い
為
、
風
説
の
流
布
と
は
恐

ろ
し
い
も
の
で
市
民
の
間
に
悪
い

方
向
に
広
が
り
を
み
せ
て
お
り
ま

す
。
又
、
職
員
に
も
動
揺
が
広
が

り
、
士
気
が
下
が
り
事
務
執
行
に

支
障
が
出
る
虞
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
憂
慮
さ
れ
ま
す
。
市
長
こ

こ
は
、
黙
し
て
語
ら
ず
で
は
な
く
、

丁
寧
に
説
明
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
料
致
し
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
市
長
の
政
治
姿
勢
、

政
治
家
と
し
て
の
資
質
・
倫
理
に

も
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
ま
す
の

で
明
解
な
答
弁
を
求
め
ま
す
。

市
長　

三
月
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
で
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　

教
育
基
本
法
改
正
に
つ
い
て
。

�
国
を
愛
す
る
心
の
養
成
�
宗
教

的
情
操
教
育
に
つ
い
て
�
「
不
当

な
支
配
」
の
文
言
削
除
に
つ
い
て
。

市
長　

豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性

を
備
え
た
人
間
の
育
成
の
た
め
の

基
本
理
念
の
確
立
が
重
要
で
あ
る
。

教
育
長　

次
代
を
担
う
子
供
達
を

健
全
に
育
成
し
、
国
際
社
会
の
中

で
的
確
な
行
動
の
で
き
る
人
間
の

育
成
に
努
め
る
こ
と
は
、
私
共
現

代
に
生
き
る
者
の
努
め
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
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初議会（７月１０日）・新議会構成決まる

新議会スタート

市 川 清 純福島地方水道用水供給企業団議会議員

本 多 勝 実
斎 藤 賢 一

平　 敏 子
� 橋 正 弘

野 地 久 夫
鈴 木 利 英

平塚與志一
市 川 清 純

安達地方広域行政組合議会議員

委
員
長　

新
野　

洋

副
委
員
長　

安
部
匡
俊

委　
　

員　

菅
野　

明

　

〃　
　

平
塚
與
志
一

　

〃　
　

佐
藤
源
市

　

〃　
　

渡
辺
平
一

　

〃　
　

平
栗
征
雄

　

〃　
　

中
沢
武
夫

所
管
事
項

所
管
事
項

　

臨
時
会
を
含
む
次
期
議
会

の
会
期
日
程
等
の
議
会
運
営

に
関
す
る
事
項
及
び
議
長
の

諮
問
に
関
す
る
事
項

　

市
民
部
、
保
健
福
祉
部
及
び
福
祉
事
務
所
の
所
管

に
属
す
る
事
項
（
支
所
に
お
い
て
取
り
扱
う
事
項
を

含
む
。）

所
管
事
項

　

議
会
、
総
務
部
、
総
合
政
策
部
、
会
計
課
、
監
査

委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
（
支
所
に
お
い
て
取

り
扱
う
事
項
を
含
む
。）

所
管
事
項

　

教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
（
支
所
に
お

い
て
取
り
扱
う
事
項
を
含
む
。）

所
管
事
項

　

産
業
部
、
農
業
委
員
会
、
工
業
団
地
造
成
事
業
所
、

建
設
部
、
宅
地
造
成
事
業
所
及
び
企
業
部
の
所
管
に

属
す
る
事
項
（
支
所
に
お
い
て
取
り
扱
う
事
項
を
含

む
。）

委 員 長　中 沢 武 夫
副委員長　野 地 久 夫
委　　員　堀 籠 新 一
　〃　　斎 藤 康 晴
　〃　　小 林　 均
　〃　　平　 敏 子
　〃　　渡 辺 平 一
　〃　　加 藤 和 信

生活福祉常任委員会

委 員 長　斎 藤 徳 仁
副委員長　浅 川 吉 寿
委　　員　佐 藤 公 伯
　〃　　菅 野　 明
　〃　　中 田 凉 介
　〃　　遠 藤 芳 位
　〃　　� 橋 正 弘
　〃　　市 川 清 純

総 務 常 任 委 員 会

委 員 長　平 栗 征 雄
副委員長　斎 藤 賢 一
委　　員　佐 藤　 有
　〃　　平 島 精 一
　〃　　安 部 匡 俊
　〃　　鈴 木　 隆
　〃　　新 野　 洋

文 教 常 任 委 員 会

委 員 長　佐 藤 源 市
副委員長　鈴 木 利 英
委　　員　本 多 勝 実
　〃　　平塚與志一
　〃　　斎 藤 広 二
　〃　　斎 藤 周 一
　〃　　三 浦 一 良

産業建設常任委員会

　議員改選後の初議会となった７月臨時会は、７月１０日に開催されました。選挙の結果、議長に
は市川清純議員、副議長に加藤和信議員が当選、就任しました。
　次に、４常任委員会委員及び議会運営委員会委員の選任が行われ、それぞれ正副委員長を選任
し、新しい委員会が下表のとおり構成されました。
　また、安達地方広域行政組合議会議員には、議長のほか指名推選により７人の議員が就任し、
福島地方水道用水供給企業団議会議員には、指名推選により市川清純議員が就任しました。

議長に 市川清純氏、副議長に 加藤和信氏 が就任。

議
会
運
営
委
員
会
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 浅 
あさ

 川  吉  寿 （５２）
かわ よし じ

浅川153番地
�２２－２３３６

�

 安 
あ

 部  匡  俊 （５２）
べ まさ とし

木幡字塩沢69番地
�４６－２８６９

�

 小 
こ

 林 　  均 （５０）
ばやし ひとし

休石原37番地2
�２３－５５８０

�

 本 
ほん

 多  勝  実 （４１）
た かつ み

小浜字芳池3番地24
�５５－２１８６

�

 斎 
さい

 藤  康  晴 （３３）
とう やす はる

根崎一丁目103番地2
�２２－６０１７

�

 佐 
さ

 藤  公  伯 （６０）
とう まさ のり

吉倉字広田39番地
�０２４－５６７－４８１０

�

 佐 
さ

 藤 　  有 （５８）
とう たもつ

蓬田376番地
�２３－６２３６

�

 堀 
ほり

 籠  新  一 （５６）
ごめ しん いち

杉沢字清ノ内10番地1
�５７－２７３７

�

市民と共にスタート

新議会議員紹介
氏 名
年齢（7/1現在）
住 所
電 話 番 号

議席番号

 加 
か

 藤  和  信 （６３）
とう かず のぶ

油井字福岡8番地
�２２－１６０８

�

 新 
しん

 野 　  洋 （５５）
の ひろし

郭内一丁目３２番地3
�２２－０７６８

�

 菅 
かん

 野 　  明 （４９）
の あきら

杉沢字平32番地
�５７－２５１２

�

 鈴 
すず

 木 　  隆 （５３）
き たかし

岳温泉一丁目161番地2
�２４－２２１１

�

 平 
ひら

 島  精  一 （６８）
しま せい いち

郭内三丁目329番地1
�２２－３４３１

�

 遠 
えん

 藤  芳  位 （５３）
どう よし い

田沢字島崎105番地
�５６－２５２０

�

　 平 
たいら

　  敏  子 （５３）
とし こ

茶園一丁目31番地10
�２３－１１６９

�

 中 
なか

 田  凉  介 （４９）
だ りょう すけ

郭内一丁目80番地1
�２２－６４４０

�
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 野 
の

 地  久  夫 （５５）
ち ひさ お

下川崎字東北62番地
�５２－２３１０

�

 平  塚  與  志  一 （５５）
ひら つか よ し いち

錦町二丁目251番地
�２３－２１９７

�

 斎 
さい

 藤  徳  仁 （５６）
とう とく じ

冠木83番地
�２３－５４１８

�

���
たか

 橋  正  弘 （５９）
はし まさ ひろ

太田字海方作340番地1
�４７－３２９１

�

 斎 
さい

 藤  広  二 （５６）
とう ひろ じ

油井字油井町135番地
�５３－２９９６

�

�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
二
本
松

   
…
…
…
…
…
…
…
… 　

人
２０

日
本
共
産
党
二
本
松
市
議
団

   
…
…
…
…
…
…
…
… 
４
人

新
生
二
本
松
ク
ラ
ブ 
… 
４
人

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

   
…
…
…
…
…
…
…
… 
２
人

会
派
紹
介

 平 
ひら

 栗  征  雄 （６４）
くり ゆき お

智恵子の森四丁目63番地
�２２－４６８０

�

 鈴 
すず

 木  利  英 （６０）
き とし えい

沖二丁目６８番地1
�２３－２８３６

�

 斎 
さい

 藤  周  一 （５９）
とう しゅう いち

箕輪一丁目20番地
�２３－７０８６

�

 渡 
わた

 辺  平  一 （６０）
なべ へい いち

原セ上ノ内238番地
�２３－５３１９

�

 市 
いち

 川  清  純 （６２）
かわ きよ ずみ

袋内１６３番地
�２３－６３４７

�

 斎 
さい

 藤  賢  一 （５８）
とう けん いち

丑子内165番地
�２２－５７３８

�

 中 
なか

 沢  武  夫 （６５）
ざわ たけ お

湯川町１９１番地
�２２－１７１９

�

 佐 
さ

 藤  源  市 （５６）
とう げん いち

針道字富沢60番地
�４６－３７９５

�

 三 
み

 浦  一  良 （６４）
うら かず よし

戸沢字大明内2番地
�４６－２４８５

�

　

こ
の
た
び
、
新
二
本
松
市
が

誕
生
し
て
初
め
て
の
市
議
会
議

員
一
般
選
挙
後
の
最
初
の
議
会

に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推

挙
を
い
た
だ
き
、
議
長
の
要
職

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に

余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も

に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
は
、
本
市
の
重
要
な

施
策
等
の
意
思
を
決
定
す
る
議

決
機
関
で
あ
り
ま
す
。
本
市
の

将
来
に
つ
い
て
、
誤
り
の
な
い

選
択
、
判
断
を
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
諸
施
策
に
建
設
的
な
提

言
が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ら
に

一
層
調
査
検
討
を
加
え
、
議
論

を
重
ね
、
活
発
な
議
会
運
営
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
全
議
員
一
丸

と
な
っ
て
努
力
、
邁
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

国
際
化
・
情
報
化
社
会
へ
の

対
応
や
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

福
祉
・
介
護
保
険
事
業
、
地
方

分
権
へ
の
対
応
、
ま
ち
づ
く
り

事
業
な
ど
、
多
く
の
政
策
的
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

議
会
活
動
を
通
し
て
市
民
福
祉

の
向
上
と
市
政
発
展
の
た
め
に

最
善
の
努
力
を
し
、
市
民
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

議 
長　

市
川  
清
純
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会
議
録
の
閲
覧
は
市
役
所
本
庁

五
階
の
議
会
事
務
局
図
書
コ
ー

ナ
ー
や
、
市
立
図
書
館
、
各
公
民

館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
合
併
後
の
会
議
録
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

六
月
三
十
日
、
市
役
所
正
庁
に
お
い
て
、
退
職
議
員
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
三
十
日
ま
で
の
任
期
を
満
了
し
て
市
議
会
議
員
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
四
十
五
名
の
方
々
と
、
任
期

途
中
の
さ
る
四
月
二
十
八
日
に
逝
去
さ
れ
た
故
・
三
島
正
光
議
員
の
奥
様
に
、
三
保
市
長
か
ら
感
謝
状
を

送
り
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
旧
四
市
町
の
進
展
は
も
と
よ
り
、
新
二
本
松
市
誕
生
後
も
、
長
年
に
わ
た
り
市
政
進
展
の
た

め
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
初
日
、
五
月
二
十
四

日
の
全
国
市
議
会
議
長
会
第
八
十

二
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、
三
十

年
以
上
及
び
十
年
以
上
勤
続
議
員

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
議
員
の
表
彰

状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
議
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

〈
三
十
年
以
上
勤
続
特
別
表
彰
〉

　

阿
相
利
和
議
員

○
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

〈
十
年
以
上
勤
続
表
彰
〉

　

品
竹
律
子
議
員　

鈴
木
新
美
議
員

　

渡
辺
平
一
議
員　

斎
藤
徳
仁
議
員

　

三
谷
洋
一
議
員　

新
野　

洋
議
員

　

鈴
木　

隆
議
員

表　
　
　
　

彰

会
議
録
をご

覧
く
だ
さ
い

　

新
二
本
松
市
が
誕
生
し
、
早

八
ヶ
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

二
本
松
市
議
会
も
七
十
三
人

の
議
員
で
始
ま
っ
た
在
任
特
例

の
任
期
を
満
了
し
、
七
月
一
日

よ
り
定
数
三
十
人
の
新
し
い
任

期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
議
会
で
は
、
新
市
の

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
真
摯
に
議

論
を
深
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
き
ま
し
て

も
、
創
刊
号
か
ら
今
回
の
第
三

号
ま
で
は
、
議
会
事
務
局
で
編

集
を
行
い
ま
し
た
が
、
次
回
九

月
定
例
会
第
四
号
か
ら
は
新
し

い
体
制
で
の
編
集
、
発
行
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

佐
久
間
太
喜
雄
氏

五
十
嵐
勝
蔵
氏鴫

原
三
男
氏

大
内
義
博
氏

菅
野
寿
雄
氏 

菅
野　

敬
氏

佐
藤
彦
一
氏

守
谷
和
雄
氏 

佐
藤
運
与
氏

松
�

英
夫
氏

斎
藤
寛
一
氏 

古
川　

勲
氏

鈴
木
新
美
氏

大
野
達
弘
氏 

佐
藤
清
一
氏

遊
佐
善
蔵
氏

三
浦
喜
徳
郎
氏 

引
地
仙
一
氏

菅
野
国
男
氏

武
藤
欽
寿
氏 

斎
藤　

元
氏

服
部
光
治
氏

安
田
政
彦
氏 

佐
藤
主
計
氏

安
斎
久
良
氏

渡
辺
周
一
氏 

阿
相
利
和
氏

遠
藤
金
夫
氏

佐
久
間　

一
氏 

安
斎
秀
俊
氏

氏
家
哲
男
氏

三
谷
洋
一
氏 

高
野
義
博
氏

品
竹
律
子
さ
ん

鴫
原　

武
氏 

佐
久
間　

勝
氏

紺
野
勝
一
郎
氏

大
槻
千
敏
氏

※当日欠席された方々
　遊 佐 喜 雄氏　　佐 藤 善 映氏　　佐 藤　 徹氏　　佐 藤　 守氏
　菅 野 周 一氏　　佐 藤 一 男氏　　佐 藤　 務氏

退
職
議
員
に
感
謝
状
贈
呈退職された議員の方々

◎
次
回
定
例
会
は
九
月
上
旬
の
予

定
で
す
。
み
な
さ
ん
、
お
気
軽

に
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
市
議
会
だ
よ
り
、
ま
た
は
、
当

市
議
会
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

あ
て
先

　

〒
九
六
四
―
八
六
〇
一

　

二
本
松
市
金
色
四
〇
三
―
一

　

二
本
松
市
議
会
事
務
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  
二
三
―
一
一
一
一

お
知
ら
せ


